
 

ごぎょうの里 秋祭り 
令和元年９月 22 日  介護老人福祉施設「ごぎょうの里」 

まだまだ残暑厳しい９月。学校で検定試験を終えた日曜日の午後、 

筑西市の「ごぎょうの里」で、秋祭りの準備や屋台・売り子のお手伝いをしました。 

矢口このみ（結城中出身） 

 ボランティアとして一緒に活動する方々は

初めて会う人たちばかりで、最初はなんだか 

不安で緊張していました。緊張のせいかコミュ

ニケーションをとるのも難しく思いましたが、 

ごぎょうの里の職員の方々や、他校の人たちと

話をしているうちに、いつの間にか不安も緊張

もなくなっていました。 

 売り子として食べ物を配ったりしていると

「ありがとう」と言われて嬉しくなり、温かく

なりました。終わりには充実感でいっぱいにな

り、働くって緊張するけれど、楽しいものだと

思いました。 

色とりどりの 

かき氷は 

いかがですかー！ 

保坂 七美（下館南中出身） 

  

屋台の売り子として、声を出して頑張って 

売り歩きました。自分から話しかけたりして、 

いろいろな人とコミュニケーションをとる 

ことができ、人と触れ合うことの大切さを 

学びました。 

片付けも積極的に行動し、役に立てるように

頑張りました。 

 他校の人たちともたくさん話して仲良くな

ることができて、この一日でいろいろなことを

経験できたと思います。 

美味しい秋おこわも 

たくさん 

運びました！ 

今度は 

焼きそばですよ～ 


